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ものづくり最前線
仕様にあった溶接施工を行うために
材料を試作し評価する
当社技術本部　市場開発技術部　
製品評価グループ

ユーザーを訪ねて
株式会社平野鐵工所
株式会社　アルモ

製品ガイド
軟鋼および４９０ＭＰａ級高張力鋼の
すみ肉溶接用シームレスフラックス入りワイヤ

　　　ＳＭ‐１ＦＴ
建築鉄骨向け
プレートボックス柱かど溶接装置
事業部だより
カーボンニュートラル需要を捕捉する新商品
「アルゴン水素プラズマ切断・
ガウジング装置
ＮＷ‐３００ＡＣＧ‐Ｖ」発売！
プラズマ事業部

神髄を聞く

気象災害を防ぐ予報をお届けしたい
森 朗 さん
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ものづくり最前線
仕様にあった溶接施工を行うために
材料を試作し評価する
当社技術本部　市場開発技術部　
製品評価グループ

ユーザーを訪ねて
株式会社平野鐵工所
株式会社　アルモ

製品ガイド
軟鋼および４９０ＭＰａ級高張力鋼の
すみ肉溶接用シームレスフラックス入りワイヤ

　　　ＳＭ‐１ＦＴ
建築鉄骨向け
プレートボックス柱かど溶接装置
事業部だより
カーボンニュートラル需要を捕捉する新商品
「アルゴン水素プラズマ切断・
ガウジング装置
ＮＷ‐３００ＡＣＧ‐Ｖ」発売！
プラズマ事業部
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神髄を聞く

気象災害を防ぐ予報をお届けしたい
森 朗 さん
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鉄鋼から気象の世界へ
─ 日鉄建材工業で働かれていましたが、なぜ気象予報

士になったのでしょうか。

森　サラリーマン時代、休日は湘南の海でサーフィンを
楽しんでいました。ちょうどそのころ気象予報士の資格
ができ、海の気象に関する知識を身に付ければ、もっと
サーフィンを楽しめると思って勉強を始めました。
２回目の挑戦で気象予報士資格試験に合格すると、ウェ
ザーマップから気象予報士募集のお知らせが届きました。
転職する気は全然なかったのですが、東京メトロポリタ
ンテレビジョン（TOKYO MX）のお天気キャスターのオー
ディションを受けることになりました。
そうしたら、まあ出来が悪くて（笑）。２分間の天気予
報の課題で、準備した内容を話し終えると、審査員たち
がシーンとしているんです。この間は何だろうと思って
いたら、持ち時間が 20 秒残っていて、待っていたんで

すね。これは絶対ダメだと思っていましたが、合格して
しまったのです。
この時点でまだ覚悟ができていませんでした。局側か
ら「いつから来れますか」と聞かれ驚きました。日鉄建材
の上司に相談したところ、「君はバッターボックスに立っ
ていて、今ものすごく甘いストレートが来たんだよ。な
のにバットを振るかどうか悩んでいる。ホームランにな
るか三振になるかわからない。でも、とりあえずバット
は振るべきじゃないのか」と背中を押してくださいまし
た。会社にはご迷惑をかけましたが、上司に応援いただ
いたことで踏ん切りがついて、気象の世界に飛び込みま
した。

しっかり把握して予防策を
─ 気象予報の伝え方で工夫されていることはあります

か。

森　ポイントを絞って解説することを心がけています。

気象予報士気象予報士

森 朗森 朗さんさん

気象災害を防ぐ予報を気象災害を防ぐ予報を
お届けしたいお届けしたい

TBSテレビの情報番組「ひるおび」のお天気キャスターとしておなじみの
森朗さんに気象予報の神髄を伺いました。
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例えば線状降水帯という言葉をよく耳に
するようになりましたよね。これは業界
の専門用語だったんです。視聴者の皆さ
んは、わかりにくい専門用語が出てきた
時点で聞くのが嫌になってしまう。だか
ら、わかりやすく専門用語を解説しなが
ら気象予報するわけですが、肝心の注意
喚起までたどり着けないことがあります。
悩ましいところですね。
もう一つ悩ましいのは、最近の予報は
スーパーコンピュータが観測結果を一瞬
ではじき出すようになったことです。以
前は気象庁の予報官が書いた内部資料を
読めば予報に至るプロセスがわかったの
ですが、それがブラックボックス化して
しまいました。コンピュータの進歩とと
もに気象予報の精度は上がっています。
しかし最近頻発しているゲリラ豪雨のよ
うな急激に発達する雨雲をすぐにとらえ
ることができないこともあります。
2017 年 7 月、「ひるおび」のエンディングで、山陰地方
で豪雨をもたらしていた雨雲が九州北部に下がってきた
ことを注意喚起しました。このあと記録的な九州北部豪
雨となってしまったのですが、視聴者から「おかげです
ぐに避難して助かった」とお礼の電話をいただきました。
気象予報士になって本当に良かったと思いました。豪雨
がどこを襲うのかが半日前にわかるようになれば、豪雨
による被害を軽減することが可能になります。これから
も災害を防ぐ情報をお届けしたいですね。
─ 気象災害にどんな対策をすればいいでしょうか。

森　地震と違って天気はある程度予測できますから、台
風や前線、大雨情報を見逃さないことが大切です。また
日頃から工場やオフィス、従業員のお住いの場所、通勤
経路などのハザードマップを確認してどんなリスクがあ
るかを把握しておいてください。
問題なのはハザードマップの前提になっている災害が
より激甚化していることです。例えば 30 年操業してい
る工場で、20 年前に 1回浸水しただけであっても、いず
れ毎年になるかもしれない。避難体制を整えて決断のタ
イミングを決めておくことが大事です。いざ何か起きて

から決断するのでは時間がかかります。事業所ごとに土
砂災害警戒レベル 4が出たら操業を止める、建物の上階
への垂直避難をするなど、タイムラインを決めておいて
ください。そして何もなかったらそれで良かったのだと
決断した人を責めないでください。

秋は朝の最低気温に注目
──秋の行楽シーズンに向けて読者に天気予報の見方を

教えてください。

森　皆さんまず天気のマークで判断されることが多いと
思いますが、ぜひ朝の最低気温が 20℃より上か下かも注
目してみてください。
最近、残暑が続いて秋が短くなっています。朝の最低
気温が 20℃を切ると秋らしい天気。朝冷え込んでも移動
性高気圧に覆われて昼間は多少曇ることはあっても晴れ
ることが多い。ところが、朝の気温がまだ 22 ～ 23℃あ
るときは晴れマークがついていても、空気が湿っていた
り、上空との温度差が大きく、天気が急変しやすいので
す。さらに気象庁が出している強風注意報や雷注意報な
どの注意報もチェックしていただくといいと思います。

プロフィール　もり・あきら　
1959 年東京都生まれ。慶應義塾大学法学部政治学科卒業後、日鉄建材工業（株）に入社し、経理・総

務・営業職に従事。95 年気象予報士資格を取得し、（株）ウェザーマップに入社。TBSテレビ「ひるおび」

をはじめテレビ・ラジオに多数出演。2017 年ウェザーマップ代表取締役社長。著書『異常気象はなぜ増え

たのか -ゼロからわかる天気のしくみ』（祥伝社）、監修『気候危機がサクッとわかる本』（東京書籍）など。
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工方法で日々繰り返し評価を行っているわけではありません。お
客様それぞれの仕様にあった溶接施工を行うことが業務の目的と
なっています。グループ員一人ひとりの判断や技量によるところも
大きいため、各自がいろいろな溶接方法に対応できるように、技
量の幅を広げていくことを重視しています」（高橋将グループ長）
製品評価グループでは技量アップの一環として、積極的に
溶接技術競技会に出場させている。なかでも土屋孝介は千葉県
地区で2021年度優勝、石井尊士が東京都地区で18～22年
度の間で計４回優勝を果たし、18年度の全国大会では優良賞、
さらに２１年度は優秀賞に輝いた。こうした人材育成と技能向上
の実績を活かし、国内外のファブを対象に溶接施工指導を行っ

国内外で溶接施工指導を実施
鋼材に対する要求は単一のものではなく、強度や靱性、疲労
特性、耐食性、耐熱性など多岐にわたり、最近ますます多様化
している。これに伴って、溶接部の品質保証に対する要求はま
すます厳しくなり、そのハードルは高くなってきている。高能率で
使いやすく、高品質な継手を得ることができる溶接技術開発のた
めには、溶接材料、溶接機器、施工方法から十分な検討を行う
ことが重要となる。
「当社製品評価グループでは、社内外から溶接施工を伴う業
務の依頼を受けていますが、決まった溶接材料、溶接機器、施

ものづくりものづくり

最前線最前線

溶接試験 埋込樹脂検査

当社は技術本部市場開発技術部製品評価グループで、溶接製品や溶接法に関する評価全般、研究開発
用の溶接材料試作、溶接試験体の調査、溶接施工指導など、溶接技術のコンサルティング業務を行って
いる。今号ではお客様のものづくりを支える当社の製品評価グループの取り組みについて紹介する。

仕様にあった溶接施工を行うために
材料を試作し評価する
当社技術本部 市場開発技術部 製品評価グループ
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ている。
「海外では東南アジアを中心に、ブータンやバングラディシュへ
も出向きました。現地ファブなので意思疎通に不慣れなところが
あるものの、3日後くらいにはジェスチャーを交えながら、お互い
に何を言っているのかがわかるようになります。動きに無駄があっ
たり、欠陥が出やすいような癖のある溶接をしている溶接技能者
に、こういう動きをしたほうが欠陥は出にくくなり、安定した製品が
製作できるようになると指導しています。
一方、国内では資格取得にあたって合格率を上げたいという
要望に応えています。溶接条件に対して、どのように施工すれ
ば欠陥が少なくなるというように、具体的な条件を提示しながら指
導しています。コロナ以前は月2件ペースで出張していました。
新人技能者の育成やさらなる技能向上を目的として複数回にわた
る技術指導のご依頼をいただくこともあります」（土屋孝介主査）

創意工夫を凝らした試作と
公正な評価
製品評価グループは富津地区と習志野地区の2拠点で業務

を行っています。主に富津地区では研究開発用の溶接材料を、
習志野地区では製品に関連する業務を行っています。
「溶接材料試作の依頼は当社研究所がメインとなります。試作

の実績がない溶接材料が多く、苦労する点が多々あります。しか
し、希望納期に間に合うように創意工夫しながら行っています。
富津地区は日本製鉄技術開発本部内にあるため、同社接合研
究部から試作をご依頼されることもあります。当社研究所と連携し
ながらスピーディに業務を遂行しています」（齋藤佑介主査）
富津地区で作製された溶接材料試作品は、依頼元を経由し
評価に用いられる各種試験片となる。そこで、習志野地区では
性能調査の依頼を受けている。機械試験、非破壊試験、試料
全体の組織を観察するマクロ観察、特定部分の組織や結晶粒
の大きさなどを観察するミクロ観察などを行っている。
「製品評価グループの役割はあくまでも評価する側なので、
結果を間違いなく依頼者側に伝えることであると確信しています。
依頼内容を確認して見れば、目的が推測できます。しかし、そこ
は正しい評価を優先してやらなければなりません。あくまでも確実
かつ公正に人の手で行い、判断することが多いので、妥協ない
ように判定することが大事になります。
溶接に関する評価は難易度を問わず対応しています。施工試
験や検査、施工指導のご依頼などがございましたら、お気軽にお
声がけください。迅速に対応いたします。正しい評価を今後とも
実施していきます」（高橋グループ長）

習志野地区　右から2人目が土屋孝介主査富津地区　前列中央が高橋将グループ長、その右隣が齋藤佑介主査



株式会社平野鐵工所

ユーザーを訪ねて
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（株）平野鐵工所殿は創業から60年以上の歴史を持ち、さまざまな大型建築物に使われる鉄骨を手掛けてきました。2023
（令和5）年4月に第二工場が完成し、さらに生産体制を強化した同社を訪ね、お話を伺った。

採用いただいている主な製品

YM-55C（R）  Y-DL×NSH-60S  
YM-55HF  YF-15Ⅰ

会社概要

設立 1957（昭和32）年
代表者 代表取締役  平野 泰輔
資本金 1,000万円
従業員 124人

本社・工場 〒714-1224  岡山県小田郡矢掛町本堀 626-1
　 TEL. 0866-82-2813
主要事業内容  ○各種鉄骨工事全般、設計、施工

─貴社の歩みを教えてください。
「当社は1957（昭和32）年に岡山県水島で創業して以来、アイ
アンフレームの設計・施工を一筋に歩んできました。73（昭和48）
年に現在の矢掛工場に移り、82（昭和57）年にはHグレード認定を
取得しています。その後、1次加工全自動ライン、大組溶接ロボッ
ト2アーク溶接システムを導入し、省力化を図りました。さらに製品
ヤードを整備して20トン門型クレーン1基を設置。2023（令和5）
年には隣接地に第二工場を完成させ、生産体制を強化してきました。
お客様のさまざまな要望に対して、より効率的に応え、これまで外注
してきた大型構造材を内製化して一貫生産体制を整えました。
これまでの施工実績には倉敷中央病院、岡山シンフォニーホール、
ルクア大阪、JPタワー大阪など再開発案件に携わってきました。現在
も広島、大阪、東京と施工案件を同時に進行しています」

─鉄骨品質の維持・向上、人材育成についてお聞かせください。
「現段階で自動化できるところは限られており、切断、穴あけなど
の1次加工、コラムのロボット溶接がメインになります。そのほか
の組立、梁やプレートの溶接、歪取りの仕上げなど、工程の6割
は人の手による施工であるため、溶接部の品質には細心の注意を
払い、丁寧に仕上げています。
そのなかで溶接技能者には溶接したら終わりではなく、自分で溶接
したビードを必ずチェックしてもらい、修正箇所は自分で直すようにし

て、溶接技能者同士でさらなるレベルアップを図る取り組みをしてい
ます。
またAWや JIS の資格取得を奨励しており、試験2週間前になる
と若手はベテランに指導を受けながら、合格に向けて一生懸命練習
おり、技能のレベルアップにつながっています。さらにインドネシアか
らの技能実習生も良い刺激になっており、実習生たちは技能習得
が早く、あっという間に上達します。日本人も負けていられないという
雰囲気となり、相乗効果を上げています」

─当社の溶接材料をご採用いただいているメリットをお聞か
せください。
「YM-55C（R）はロボット溶接において長時間安定した溶接が可能
となるため、無人化運転での高能率性を発揮できる良いワイヤです。
またボックス柱角溶接に採用しているY-DL×NSH-60Sは適切な
溶接条件と開先精度を確保することで、溶接外観が非常にきれいに
仕上がり、機械性能も安定しています。
現在、日本製鉄、日鉄溶接工業と溶接施工法の共同開発にも取
り組んでおり、高入熱用メタル系フラックス入りワイヤを用いて、大
入熱溶接の試験を行うなど、今後の新しい溶接施工法として作業効
率向上に向けた研究開発にも力を入れており、9月の建築学会全
国大会で試験内容を報告します。このような研究開発において鋼材
メーカーや溶材メーカーの熱心な支援は大きなメリットを感じています」

─今後の抱負をお聞かせください。
「今春、日鉄溶接工業製のボックス柱製造設備を
据え付け、短期間でボックス柱製造を開始したばかり
ですが、今後も貴社の協力のもと高強度鋼材を溶接
するためのノウハウを身につけていきたいと思っていま
す。どんな難しいことにもチャレンジしていく強い気持
ちを大切にして、Sグレードへの更新を目指します」

常務取締役工場長

斎藤 辰也 氏
代表取締役

平野 泰輔 氏
取締役副社長

西出 大介 氏

HグレードからSグレードを目指して
生産体制の強化と作業効率の向上

工場全景

工場内観

溶接風景 ボックス柱角溶接装置



株式会社 アルモ

ユーザーを訪ねて
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（株）アルモ殿は2005（平成17）年の設立以来、タワーク
レーン工事から鉄骨工事現場での鍛冶作業、そして鉄骨
製作へと業容を広げてきました。納期と品質にこだわった
鉄骨製品づくりを実践している同社を訪ね、お話を伺った。

採用いただいている主な製品

SX-26  SF-1　
NS-03HI

会社概要
設立 2005（平成17）年
代表者 代表取締役社長  河田 宣人
資本金 1,000万円
従業員 50人

本社 〒761-8041  香川県高松市檀紙町1315-1 TEL. 087- 886-1660
綾川第一工場 〒761-2101  香川県綾歌郡綾川町畑田3104-2  
綾川第二工場 〒761-2101  香川県綾歌郡綾川町畑田294-1 TEL. 087- 802-7670
主要事業内容 ○建築工事一式・クレーン工事一式・鍛冶工事一式  ○鉄骨製作・工事

─貴社の歩みを教えてください。
「当社は大型建設現場や超高層ビル建設のタワークレーンオペ
レーションや、タワークレーンの組立・解体作業に加えて点検整備な
どのメンテナンスまでを一括して実施するタワークレーン工事事業から
始まりました。そこからアーク溶接機から半自動やガス切断、プラズ
マ切断などあらゆる性能を持つ機材を活用し、火気を伴う仮設整備
作業、鉄骨工事での鍛冶作業、躯体構築に必要な各種金属下地
の取付施工などを行うようになりました。そして2020（令和2）年に
工場での鉄骨製作に乗り出しました。
グレード認定を持っていないため、下請けなのですが、これまでア
キレス（株）滋賀工場、大阪府松原市のハンズマン松原店、和歌山
ダイハツなどの鉄骨製作に携わってきました」

─鉄骨品質の維持・向上を担う人材の育成についてお聞か
せください。

「溶接技能者は20～
50歳代を中心に20人い
ます。JISなどの資格取得
を奨励しており、資格保
有者は17人います。若手
の育成は現場の実務を通
して、JIS 資格保有者によ
る作業指導が大事だと考
えています。
それに加え、バーチャル
溶接トレーニングシステムも
導入しています。VRでの
実習は当社が四国で初め
て実施しました。バーチャ

ル溶接トレーニングシステムは、ヘルメットをかぶり、3Dモデルを使っ
て溶接熟練者の動きを画面上で再現し、その動きを真似て体の動か
し方に慣れることで、溶接技術を習得できるようになっています。溶
接の感覚を身につけてから現場に出られるので価値はあると思いま
す。実践的かつ効率的な講習ができ、現場での対応力を高めてくれ
ています」

─鉄骨向けシームレスフラックス入りワイヤSX-26をご採用
いただいていています。使い心地はいかがでしょうか。
「御社から新製品のご紹介を受けて、試してみました。若手でも電
流域が覚えやすく、ビード自体もなめらかで、使いやすさと仕上がりが
良かったので採用しました。梁や柱のすみ肉溶接部ではスラグ剥離
が良く、ビード外観がきれいに仕上がります。仕口の多層盛り溶接
などはスラグ量が少なく、ソリッドワイヤと同様の溶込み深さが得られ
るところが素晴らしいと感じています」

─今後の抱負をお聞かせください。
「溶接ロボットを導入して省力化は進めています。2工場が離れた
ところにあるため、そのなかで作業分担を振り分け、流れを見なが
ら工程管理を行い、効率化を図っています。急な発注に対しても、
現場の意見を聞きながら、一丸となって納期最優先でも品質を守っ
ています。
現在、RまたはMグレード認定を取得するための準備を進めていま
す。工場内ではすでにMグレードに対応した材料や機材をそろえて
います。人材的にもMグレード相当の鉄骨をつくることはできます。
すでに550N/mm 2 級のコラムを製作した実績があります。技術的
には問題ありません。月100トンの鉄骨は生産可能です。来年度の
グレード認定取得を目指しています。これからも日進月歩で進化する
技術や工法に対応していきます」

製缶・工作部
穴吹 正義 氏

製缶・工作部 部長
萱原 健太 氏

グレード認定取得を目指して
日進月歩で進化する技術に対応

綾川第一工場

綾川第二工場

溶接風景
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技術本部 市場開発技術部 商品技術グループ 主幹　齋藤 雅哉

製 品
ガ イ ド

SM-1FTは、建築鉄骨、造船、建産機などの各分野で広く使用されている水平すみ肉多層溶接用の 490N/㎟級鋼用シームレスフラッ
クス入りワイヤです。通常のフラックス入りワイヤよりも溶着金属量が多く、1 回の溶接で大きな脚長を得ることができ、効率的な溶接
が可能です。すみ肉多層溶接において3パス程度まではスラグを取らずに連続溶接が可能な溶接材料です。しかし従来品では2パス目
程度でスラグが一部剥離する現象がありました。そこで今回、WELDREAM Plusとして使いやすさを重視するためにスラグ剥離性を
抑制したSM-1FTを開発しましたので、その性能を紹介します。

はじめに1

すみ肉溶接性能3

溶着金属性能および拡散性水素量はJIS Z3313、JIS Z 3111、JIS Z 3118に準拠して実施しました。溶接条件を表 1に、溶
着金属の性能の一例を表 2に示します。

表3の溶接条件で、SM490A 材、板厚 9㎜を用いて水平すみ肉溶接姿勢でスラグを剥離させずに多層溶接し、スラグの自然剥離
状況を確認しました。溶接作業性評価結果の一例を写真1に示します。

溶着金属性能2

表 1　溶着金属試験の溶接条件

表 2　開発品の溶着金属性能 (JIS Z 3111に準拠 )

表 3　自動水平すみ肉多層溶接条件（パナソニック YD-500GB2）

ワイヤ径
mm

溶接電流
A

アーク電圧
V

溶接速度
cm/min

鋼材

1.2 270 31 30 SM490A 19 mm
開先：20°ギャップ：16 mm1.4 300 31 30

ワイヤ径
mm

引張試験 衝撃試験 拡散性水素試験

0.2%耐力
MPa

引張強さ
MPa

伸び
%

0℃吸収エネルギー値
J

拡散性水素量
mL/100g

1.2 526 606 25 68  60  65 3.0

1.4 497 574 23 66  83  65 1.9

JIS規格値 400以上 490～ 670 18以上 27以上 5以下

ワイヤ径
mm

溶接電流
A

アーク電圧
V

1.2 250 31

1.4 300A 31

溶接速度
cm/min

チップ母材間距離
mm シールドガス

40 25 CO2

※ シールドガス：CO₂、ガス流量：25L/min、予熱：RT、パス間温度：150±15℃

SM490 12 mm
溶接長 500 mm

SM-1FT

軟鋼および 490MPa級高張力鋼の
すみ肉溶接用シームレスフラックス入りワイヤ

JIS Z 3313 T49J0T1-0CA-UH5NEW
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写真 1　溶接作業性（官能評価）結果の一例

鉄骨・黒皮鋼板向けスラグ剥離抑制タイプの新 SM-1FTについて紹介しました。スラグの自然剥離を抑制した開発品は、従来品に
比べてスラグの自然剥離は抑えられており、機械性能や溶接作業性が良好です。本溶接材料を適用することにより、各分野のすみ肉
多層溶接部の施工効率向上の一助になれば幸いです。

おわりに4

開発品はアーク状態も良好で従来品よりスラグの自然剥離が抑えられており、多層溶接時にスラグが剥離しないため、溶接線が見や
すく溶接作業性が良好でした。

ワイヤ径
mm 内容 3パス溶接後 ビード外観

1.2
（250A）

開発品

スラグ剥離は従来品より抑えられている 軽打で剥離

従来品

2パス目のスラグが自然剥離 自然剥離＋軽打で剥離

1.4
（300A）

開発品

スラグ剥離は従来品より抑えられている 軽打で剥離

従来品

スラグが全面的に自然剥離 自然剥離＋軽打で剥離



後行電極

先行電極
溶接方向
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1） 2 電極サブマージアーク溶接を用い板厚 60 ㎜までの 1パス施工が可能であり、60 ㎜を超える極厚鋼に対しては多層盛施工が対
応可能です。溶接施工効率、溶接作業性に優れ、良好なビード外観と健全な溶込みが得られます。

2） 適用ボックス柱の標準サイズは、幅：□-400～1,600 ㎜、長さ：5～15mです。

3） 適用ボックス柱サイズにつきましては、お客様のご要望に合わせた対応が可能です。

概要2

1） 500kgワイヤボビン（図4）に対応
溶接用ワイヤの交換頻度を低減するため、500kgボビンに対応して
います。
ワイヤボビンの軸受けにはベアリングと、ブレーキ機能を装備し、軸の
摩擦を軽減、ワイヤの弛みを防止しています。

図 1　ボックス柱組立模式図 図 2　装置  外観（例） 図 3　溶接ヘッド部

建築鉄骨向け
プレートボックス柱かど溶接装置
技術本部 機器事業部 販売・企画グループ 主幹　吉本 宏

製 品
ガ イ ド

現在の建築業界は、超高層ビルや再開発等により盛況となっています。鉄骨製造各社では、さらなる生産効率と品質向上、および鉄骨
の大型化を目指して、溶接設備や搬送設備等の導入、および今後の人手不足に対応するための自動化や省力化が進められています。
ここでは、鉄骨製造各社で広く採用いただいておりますプレートボックス柱のかど溶接装置によるボックス柱の自動化設備を紹介します。

はじめに1

特長3

ワイヤ送給モータ

フラックス保持装置 開先倣いセンサ

後行極水冷トーチ 先行極水冷トーチ

フラックス回収口

終端検知センサ

ボックス柱角度検出センサ

フラックス供給弁　

写真 1　ビード外観 写真 2　マクロ断面（板厚 60㎜）

ベアリング

図 4　500kgボビン
ブレーキ機能
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2） 水平保持装置（写真3）とアース（写真4）昇降機能を装備
ボックス柱の傾斜制御とアース銅板の確実な密着で、安定した溶接が行えます。

3） 水平保持検出機能を装備
角度検出センサ（写真５）により傾斜角度を検出し、ボックス
柱の前後２ヵ所に設置する 水平保持装置（写真３）と連動し、
溶接中のボックス柱の傾斜角度をコントロールします。
傾斜角度のコントロールにより、高品質の溶接を可能にしてい
ます。

4） ワイヤ送給モータ（写真6）に高出力ＡＣサーボモータを採用
小電流から大電流まで安定したワイヤ送給を実現します。

5） 終端検知センサ（写真7）により、ボックス柱終端部を検出
溶接の自動停止処理を実現します。

写真 6　ワイヤ送給モータ 写真 7　終端検知センサ

写真 3　アースと水平保持装置 写真 4　アース部詳細

写真 5　角度検出センサ
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フラックス循環装置ホッパにレベルセンサを装備し、残量確認が容易
に行えます。
下階操作盤面および上階デッキに設けた表示ボックスの「減量ラン
プ」表示で確認が可能です。溶接途中でのフラックス不足による溶
接不良を防ぐため「減量ランプ」（図6）点灯時にはインターロックによ
り溶接開始を禁止します。

6） フラックス保持装置（写真8）の駆動にインバータモータを採用
フラックス保持装置のフラックス受け板は台車走行速度と同期運転を行うことにより、フラックスの漏れ止め性能の向上、受け板
自体の摩耗が減り、部品の長寿命化、ボックス柱表面の摩擦傷の低減を実現します。

7） 作業用デッキスペース（図5）を充実
操作盤（写真9）でボックス柱両側の機器・モータ類の操作が可能
です。グラフィック表示パネルで、1人作業が可能です。

写真 8　フラックス保持装置

図 6　フラックス減量ランプ

写真 9　操作盤

図5　作業用デッキスペースと操作盤

下階　操作盤 上階　ホッパ部

ホッパ

操作盤

溶接
方向



溶接条件選択画面（60条件可能）

溶接条件入力画面

機械条件入力画面

溶接条件モニタ画面
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表 1　溶接材料ラインナップ（フラックス × ワイヤ）

強度
区分 鋼種 1パス溶接

（150kJ/cm以上）
多層盛溶接

（150kJ/cm以下）

490MPa
クラス

SN490、SM520
TMCP325、TMCP355等 NSH-60S × Y-DL NSH-60 × Y-DL

TMCP325C・HF
TMCP355C・HF等 NSH-60S × Y-DL・HF NSH-60 × Y-DL・HF

550MPa
クラス

TMCP385
TMCP400等 NSH-60S × Y-DM3L NSH-60 × Y-DM3L

TMCP385C・HF
TMCP400C・HF等 NSH-60S × Y-DL・HF NSH-60 × Y-DL・HF

590MPa
クラス

SA440、TMCP500
TMCP440C・HF等 NSH-60S × Y-DL・HF NSH-60 × Y-DL・HF

780MPa
クラス

H-SA700
TMCP630等

─ Y-80M × NB-250H

8） グラフィック表示パネル
グラフィック表示パネルには、タッチ式パネルを採用。溶接条件や機械動作条件のプリセット・溶接モニタを容易に行うことが可能です。
また溶接条件は、60条件のプリセットが可能です。

溶接結果データ収集機能を装備。溶接電流、溶接電圧、溶接時間等を記録し、演算処理により溶接速度、入熱量も記録するこ
とが可能です。

ボックス柱かど溶接装置とその特長について紹介しました。ボックス柱かど溶接は、鉄骨製造における最重要部材の溶接です。特に
ボックス柱かど溶接装置は溶接の品質、作業能率の面から他の溶接装置では代用が難しい溶接です。当社ではお客様のご要望に添っ
た提案、設備の製作を行っております。
今回の記事がお客様の参考になれば、幸甚です。

おわりに5

溶接材料ラインナップ4

溶接データ収集（平均）画面 溶接データ収集画面
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現在、プラズマ事業部では、世界的な「カーボンニュートラル」という潮流に乗り、
事業拡大に向け取り組んでおり、大きなターゲットとなるのが LNGや液化水素等の
貯蔵タンク分野です。その需要補足を一つの目的として、アルゴン水素プラズマ切断・
ガウジング装置を、リニューアルした「NW-300ACG-V」として発売を開始します。今回は
NW-300ACG-Vの持つ主な特長や用途について説明します。

アルゴン水素プラズマ切断・ガウジングの最大の特長は、エアプラズマ切断・ガウジ
ングやエアアークガウジングに比べ、加工面の酸化・窒化が非常に少なく、後加工の
溶接工程が容易になる、という点です。また、300Aと高出力電流であるため、厚板
切断や深掘りガウジングに威力を発揮します。

これからも、市場ニーズを的確に捉え、お客
様の課題解決に向け一層注力して参ります。
溶接・切断・ガウジングでの課題をお持ちのお
客様は気軽にお声掛けください。

カーボンニュートラル需要を捕捉する新商品
「アルゴン水素プラズマ切断・ガウジング装置　
NW-300ACG-V」発売！

プラズマ事業部Vol 9

技術本部 プラズマ事業部 販売・企画グループ　斉藤 弘一

●プラズマ切断・ガウジングの兼用装置
●条件設定や装置の状態をタッチパネルにて確認可能
●従来機に比べてメインアークの着火性が大幅に向上
●外部機器とのインターフェイスを標準装備
●シンプルなトーチ構造でメンテナンスが容易
●電極やチップの消耗が少なく、長時間の切断・ガウジングが可能

•対象 非鉄金属、SUS（SUSでは最大
100mm（板中切断を除く））

•適用ガス プラズマガスAr，H₂，N₂の組み合
わせ

•薄板から厚板までドロスフリー切断可能

切断
厚板や鋳物湯口の切断など

•対象 各種金属
•適用ガス プラズマガスAr＋H ₂またはAr
•エアアークガウジングに比べ、ヒューム、粉
塵の発生量は少なく、ガウジング音が静かで、
ガウジング表面部は滑らかな仕上がり

ガウジング
SAWなど
フルペネ溶接時の裏ハツリ

主な用途

裏ハツリ断面
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うちには今年 6歳になるミニチュア・ダックスフンド女の子「マロ
ン」がいます。マロンはとても寂しがり屋さんで、お留守番が苦手
です。なので、私の毎日出勤時には自宅から徒歩3分の場所に
ある実家に、毎朝愛車のバギーに乗せて預けにいきます。
実家に行けば独りぼっちになることはありません。私の母親とマ
ロンが幼少の頃から幼馴染のアメリカンショートヘアの猫「姫ちゃ
ん」がいます。そのため寂しくなく、お留守番をしてくれます。年
齢は姫ちゃんのほうが若いのですが、落ち着きがあり、マロンより
頼もしいお姉さんという感じですｗｗ
昔から仲良しの2匹は、3時のおやつを食べるのも一緒です♡
そして勤務終了後、実家にマロンを迎えにいくと、私を毎日大歓

迎で迎えてくれるマロン。一日の疲れが一気に吹っ
飛ぶ瞬間です。
本音を言えば私の自宅でお留守番をしてくれる
とありがたいのですが、今からではもう無理でしょ
う。こんな毎日のマロンとのルーティンですが、
毎日がとても幸せです！

株式会社鈴木商館
ガス営業部 ガス営業課 リーダー

川森 康子さん

愛犬のマロン

平日は仕事で時間がなかなか取れないた
め、休日は家族や友人と過ごす時間を大切
にしています。
コロナ禍で行動が制限されていた期間は外出を控え、自宅に友
人を誘い、庭でバーベキューを楽しんでいました。凝り性なので少
し高くても、自分の気に入った道具も買いそろえました。今年の
夏も庭でバーベキューをしながら、自宅プールで子どもと楽しむ予
定です。
また、今年からコロナの行動制限もなくなり、旅行にも行きたい

と考えています。地
元のお祭りや花火
大会なども開催され
るとのことなので、
今まで以上に休日
を満喫してリフレッ
シュをしたいと思い
ます。

株式会社ユミヤマ
郡山営業所 課長代理

深谷 篤さん

休日の楽しみ方

役付等 氏名 業務分担・役職委嘱
代表取締役社長 妙中 隆之

※常務取締役 東川 美樹
技術本部長委嘱／品質管理、市場開発技術、研究、生産技術、習志野工場、光工場、
習志野事業部門（機器事業部 ･プラズマ事業部 ･オプト事業部）担当／技術本部 生産技術部長事務取扱／
技術本部 生産技術部 生産技術グループ長事務取扱／安全・環境・防災担当

常務取締役 中川 雅博 企画財務部長委嘱／総務、コンプライアンス・リスクマネジメント、購買、営業本部、海外営業、
投資会社・海外事務所担当／情報セキュリティ責任者（CISO）／購買部長事務取扱

取締役（非常勤） 満生 総一郎 日本製鉄株式会社
執行役員 野瀬 哲郎 技術本部 習志野事業部門（機器事業部・プラズマ事業部・オプト事業部）管掌 （習志野常駐）
※執行役員 足達 智彦 技術本部 品質管理部長委嘱／技術本部 市場開発技術部長委嘱／研究所管掌
執行役員 田村 章 営業本部長委嘱

執行役員 芳野 直 海外営業部長委嘱／NIPPON STEEL WELDING（THAILAND）社長兼務、 上海事務所長兼務／　
海外投資会社管理に関する事項につき中川常務取締役に協力

※監査役 吉井 薫
監査役（非常勤） 中田 康浩 日本製鉄株式会社
参与 児嶋 一浩 技術本部 研究所長委嘱／安全・環境・防災部 安全・環境・防災グループ（富津地区 安全・環境・防災）兼務委嘱
参与 竹島 裕親 人事総務部長委嘱（業務改革・内部統制担当）

参与 及川 光紀
技術本部 プラズマ事業部長委嘱／技術本部 プラズマ事業部 販売・企画グループ長事務取扱／
安全・環境・防災部 安全・環境・防災グループ（プラズマ事業部 安全・環境・防災）兼務／
技術本部 生産技術部 習志野工場 安全・環境・防災グループ（プラズマ事業部 安全・環境・防災）兼務

NewsFlash

14びいど  No. 78  2023 September

6月30日開催の定時株主総会および取締役会で、「役員体制」および「業務分担・役職委嘱」が決定しました。役員、執行役員
（重要な使用人）、参与の体制は下記の通りとなります。

注：※印は新任者

当社の役員体制および業務分担・役職委嘱

溶朋会コーナー




	No.78 表紙　世界の絶景めぐり「白鳥の城」 ノイシュヴァンシュタイン城（ドイツ）
	P1-2　神髄を聞く
	P1　気象災害を防ぐ予報をお届けしたい
	P2

	P3-4  ものづくり最前線
	P3　仕様にあった溶接施工を行うために材料を試作し評価する
	P4

	P5-6  ユーザーを訪ねて
	P5　株式会社平野鐵工所
	P6　株式会社 アルモ

	P7-8　製品ガイド
	P7　軟鋼および490MPa級高張力鋼のすみ肉溶接用シームレスフラックス入りワイヤ WELDREAM Plus 「NEW」SM-1FT
	P8

	P9　製品ガイド
	P9　建築鉄骨向けプレートボックス柱かど溶接装置
	P10
	P11
	P12

	P13　事業部だより／プラズマ事業部
	P14　溶朋会コーナー／ニュースフラッシュ／奥付
	裏表紙　広告


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency true
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (None)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.20000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.20000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ARA <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-4:2008, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-4 compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /GRE <>
    /HEB <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-4:2008, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-4, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-4:2008, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-4. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Magnification /FitPage
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads true
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
  /PageLayout /SinglePage
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice




